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寄
っ
た
財
源
を
充
て
て
い
た
だ

き
た
い
。
県
の
事
業
だ
か
ら
県

に
任
せ
る
で
は
な
く
、
独
自
に

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の

件
が
先
に
出
な
い
、
解
決
に
向

か
っ
て
進
ま
な
い
と
な
れ
ば
、

市
町
合
併
の
大
き
な
弊
害
の
一

つ
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
可
能

性
も
あ
る
と
考
え
、
執
行
部
に

お
願
い
し
た
経
緯
で
あ
る
。

再
答
弁
（
市
長
）

　
　

８
６
５
７
名
の
方
か
ら
要
望

を
い
た
だ
き
、
大
変
重
く
受
け

止
め
て
い
る
。
議
会
の
意
向
も

あ
る
が
、
県
と
積
極
的
に
協
議

し
、
よ
り
良
い
方
向
性
を
つ
け

て
い
き
た
い
。

再
々
質
問

　
　

お
話
し
た
内
容
の
要
望
で
あ

る
と
認
識
い
た
だ
け
れ
ば
結
構

で
あ
る
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
防
災
無
線
に
つ
い
て

○
旧
石
下
地
区
（
石
下
支
所
）
の

土
地
活
用
に
つ
い
て

質
問

　
　

①
き
ぬ
の
里
の
人
口
増
加
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
国

の
教
育
方
針
が
変
わ
り
、
35
人

学
級
制
に
な
る
と
、
絹
西
小
学

校
で
は
、
各
学
年
３
ク
ラ
ス
が

必
要
と
な
る
。
今
後
の
動
向
を

示
せ
。

　
　

②
今
後
の
絹
西
小
は
生
徒
が

増
え
、
広
い
運
動
場
も
必
要
と

な
る
。
現
時
点
で
は
４
棟
の
校

舎
が
あ
り
、
ま
た
、
屋
内
体
育

館
や
学
童
ク
ラ
ブ
も
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
次
々
と
建
物
を
建

て
て
い
く
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
な

く
な
っ
て
く
る
。
計
画
す
る
校

舎
の
位
置
を
ど
う
考
え
る
か
。

関
連
し
て
日
照
問
題
で
は
、
特

に
冬
に
な
る
と
校
舎
の
影
が
長

く
な
り
、
建
物
間
に
一
定
の
距

離
が
な
く
て
は
日
が
あ
た
ら
な

い
。
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

③
こ
の
学
校
の
土
地
は
ほ
と

ん
ど
が
借
地
で
あ
る
。
全
体
で

２
４
、
０
０
０
㎡
の
う
ち
、
借

地
が
約
１
９
、
０
０
０
㎡
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
建
物
建
設
等

を
検
討
す
る
度
に
、
執
行
部
が

地
主
を
尋
ね
交
渉
を
し
て
い
る
。

こ
の
際
、
市
の
財
産
と
し
て
、

買
収
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

こ
の
土
地
は
高
台
に
あ
り
、
災

害
時
に
は
最
高
の
避
難
場
所
に

も
な
る
。
ぜ
ひ
、
買
収
の
検
討

を
願
い
た
い
。

　
　

④
バ
ス
通
学
に
つ
い
て
は
、

学
校
へ
の
侵
入
道
路
の
拡
幅
が

進
め
ば
、
安
全
面
か
ら
大
変
に
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有
効
で
あ
る
。
道
路
計
画
を
示

せ
。

答
弁
（
教
育
部
長
）

　
　

①
児
童
数
増
の
主
因
は
、
き

ぬ
の
里
に
お
け
る
出
生
及
び
流

入
児
童
数
の
増
加
に
あ
り
、
現

在
、
１
年
生
が
35
人
学
級
と
な

っ
て
い
る
。
来
年
度
以
降
の
予

定
者
は
、
い
ず
れ
も
、
35
人
学

級
制
と
な
っ
た
場
合
、
３
学
級

編
成
と
な
る
数
字
で
あ
る
。

　
　

②
現
在
の
特
別
教
室
棟
南
側

へ
建
築
予
定
で
あ
る
。
特
別
教

室
棟
と
の
間
隔
は
10
ｍ
程
度
が

確
保
出
来
、
日
照
に
関
す
る
障

害
は
生
じ
な
い
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
面
積
に
関
し
て
も
、
現
在
の

面
積
を
確
保
で
き
る
。

　
　

③
現
在
は
、
１
㎡
／
80
円
、

年
間
１
５
０
万
ほ
ど
で
借
用
。

借
地
料
更
新
に
つ
い
て
は
、
20

年
度
か
ら
据
え
置
き
で
あ
り
、

地
権
者
か
ら
増
額
の
要
望
が
あ

り
、
24
年
度
改
定
を
検
討
し
て

い
る
。
借
地
部
分
の
購
入
は
、

今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　

④
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
、
地
域
促
進

バ
ス
と
歩
道
設
置
要
望
を
受
け
、

学
校
周
辺
道
路
拡
幅
工
事
の
測

量
に
着
手
し
た
。
道
路
幅
員
は

路
肩
を
含
め
５
ｍ
、
歩
道
が
２

・
５
ｍ
で
７
・
５
ｍ
の
計
画
で

あ
る
。
今
後
、
2
年
程
度
で
の

完
成
を
目
指
す
。

質
問

　
　

現
在
の
社
会
構
造
は
、
工
業

社
会
か
ら
情
報
社
会
に
完
全
に

移
行
を
完
了
し
た
。
身
近
な
例

で
は
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
代
表
さ
れ

る
情
報
の
共
有
、
集
約
が
行
政

効
率
を
上
げ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。
政

治
分
野
に
お
い
て
も
、
ネ
ッ
ト

選
挙
の
解
禁
や
電
子
政
府
、
電

子
投
票
の
実
現
が
そ
の
議
論
の

最
終
局
面
に
入
り
つ
つ
あ
る
状

況
で
あ
る
。
身
近
な
山
の
資
源

を
利
用
し
、
大
都
市
の
高
級
料

亭
で
料
理
に
添
え
ら
れ
る
葉
っ

ぱ
を
出
荷
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
成

再
質
問

　
　

現
在
ほ
ど
、
土
地
の
安
い
と

き
は
な
い
だ
ろ
う
。
市
に
売
却

し
た
も
の
に
は
税
金
が
か
か
ら

ず
、
そ
の
辺
り
も
考
え
、
借
地

部
分
の
買
収
を
検
討
願
い
た
い
。

　
　

通
学
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
道

路
が
広
が
れ
ば
安
心
な
通
学
に

な
り
、
ぜ
ひ
、
完
成
さ
せ
て
い

た
き
だ
た
い
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
震
災
被
害
に
よ
る
学
校
建
設
と
、

教
育
行
政
に
つ
い
て

○
粗
大
ご
み
の
有
料
化
に
伴
う
不

法
投
棄
に
対
す
る
対
応
策

功
し
た
徳
島
県
の
上
勝
町
で
は
、

お
年
寄
り
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
片
手
に
、
ｉ
ｐ
ａ
ｄ
な
ど
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
操
作
し
市
場
価

格
や
出
荷
に
必
要
な
環
境
を
調

べ
る
な
ど
、
技
術
を
余
す
と
こ

ろ
無
く
使
っ
て
い
る
地
域
も
あ

る
。
当
市
で
も
、
全
世
代
の
市

民
が
情
報
端
末
の
活
用
を
積
極

的
に
行
え
ば
、
経
済
的
、
文
化

的
な
可
能
性
を
大
き
く
ひ
ろ
げ

る
こ
と
と
、
私
は
確
信
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
次

の
質
問
を
す
る
。

　
　

①
生
涯
学
習
教
室
や
市
民
講

座
の
中
で
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
る
教

室
、
ま
た
は
講
座
の
開
催
実
績

生
涯
学
習
教
室
・
市
民
講
座
の
Ｉ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て

金
子　

晃
久 

議
員

絹
西
小
の
児
童
生
徒
数
の
増
加
に
伴
う
学
校
建
設
に
つ
い

て

中
村　

安
雄 

議
員

絹西小学校


